




 筋強直性ジストロフィー症(Myotonic dystrophy)には種々の神経内分泌的な

異常が合併することが知られている。われわれも前年度の本研究班の分担研究

で、アルギニン貞荷に対するインスリン、成長ホルモンの反応を検討し、本症

では成長ホルモンの低反応が示唆されることを報告した。本年度は本症におけ

る神経内分泌学的研究の一環として、本症患者の TRH(Thyrotropin re1easing

hormone)負荷に対する TSH 反応を検討した。


